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至
誠
ホ
ー
ム　
副
ホ
ー
ム
長　
　
　

　

旭　
　

 

博　
之　
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開
花
か
ら
満
開
、
あ

っ
と
い
う
間
の
見
ご
ろ

か
ら
、
パ
ッ
と
散
り
逝

っ
た
今
年
の
桜
で
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
12
月

31
日
に
至
誠
ホ
ー
ム
の
今
後
10
年
を
想
定
し
た

中
長
期
計
画
「
２
０
２
５
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ

～
時
代
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
伝
統
至
誠

ホ
ー
ム
～
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ぷ
ら
ん
21
、

ス
テ
ッ
プ
２
０
１
５
に
続
く
第
３
次
中
長
期
計

画
で
す
。 

　

策
定
委
員
会
の
委
員
長
を
立
教
大
学
の
森
本

佳
樹
教
授
に
、
ま
た
外
部
委
員
と
し
て
立
川
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
近
藤
忠
信
事
務
局
長
、
河

原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー
の
高
橋
喜
彦
課
長
に
お

願
い
し
５
名
の
内
部
委
員
を
加
え
、
１
年
が
か

り
で
検
討
、
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

一
昨
年
法
人
の
「
将
来
構
想
基
本
計
画
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
度
末
に
こ
の
基
本

計
画
を
よ
り
具
現
化
さ
せ
る
法
人
の
中
長
期
基

本
計
画
「
新
し
い
明
日　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

２
０
２
５
年
を
目
指
し
て
」
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
至
誠
ホ
ー
ム
の
計
画
は
、
法
人
計
画
の
第

二
部
を
構
成
す
る
児
童
・
保
育
・
高
齢
の
３
事

業
本
部
の
中
長
期
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

計
画
は
５
章
で
構
成
さ
れ
、
第
１
章
は
、
現

在
の
体
制
と
法
人
内
で
の
至
誠
ホ
ー
ム
の
立
場

や
組
織
的
な
特
徴
、
今
後
の
法
人
の
事
業
展
開

で
至
誠
ホ
ー
ム
が
期
待
さ
れ
る
役
割
な
ど
に
つ

い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
先
10
年
は
法
人
・

ホ
ー
ム
共
に
世
代
交
代
の
時
期
に
あ
た
り
、
円

滑
な
世
代
交
代
と
同
時
に
法
人
運
営
へ
の
寄
与

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

第
２
章
は
、
本
計
画
の
中
核
を
な
す
も
の
で
、

今
後
10
年
、
２
０
２
５
年
を
目
指
し
た
至
誠

ホ
ー
ム
の
事
業
と
姿
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

既
に
準
備
段
階
と
し
て
は
走
り
始
め
て
い
る

「
至
誠
ホ
ー
ム
ア
ウ
リ
ン
コ
」
計
画
と
連
動
す

る
「
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
」
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
「
施

設
を
中
核
と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
」
実
現
の
た

め
の
拠
点
化
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
事
業
展
開
と
し
て
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
地
域
で
の
拠

点
化
を
視
野
に
、
調
布
市
を
立
川
、
国
分
寺
に

続
く
拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
至
誠
和
光
ホ
ー
ム
の
将
来
に
つ
い
て
の
検

討
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま
す
。

　

第
3
章
は
人
材
の
養
成
、
育
成
と
組
織
の
検

討
に
つ
い
て
の
記
述
で
す
。
ま
ず
職
員
に
つ
い

て
「
至
誠
ホ
ー
ム
ア
ウ
リ
ン
コ
」
開
設
時
に
は
、

職
員
総
数
が
８
０
０
名
近
く
に
上
る
と
仮
定
し
、

職
員
が
生
涯
を
通
し
て
自
身
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」
の
作
成
と
運
用
を
確
立

さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
介

護
系
で
は
ほ
ぼ
完
成
形
と
し
て
定
着
し
て
い
る

人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
在
宅
版
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
。
そ
し
て
、
園
長
ク
ラ
ス
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
円
滑
な
世
代
交
代
、
人
材
確
保
の
方
策
が

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
４
章
は
現
在
、
社
会
的
に
大
き
な
論
議
を

呼
ん
で
い
る
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
姿
、
制

度
や
枠
組
に
と
ら
わ
れ
な
い
公
益
的
事
業
に
つ

い
て
の
記
述
で
す
。

　

最
終
章
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
と
そ
の
実
際

を
含
め
た
振
り
返
り
。
そ
し
て
、
現
在
の
社
会

福
祉
法
人
を
取
り
巻
く
環
境
と
こ
れ
か
ら
の
至

誠
ホ
ー
ム
の
進
路
に
つ
い
て
の
総
括
で
す
。

　
「
至
誠
ホ
ー
ム
の
あ

る
市
の
市
民
は
幸
せ
で

あ
る
」
と
の
結
語
の
見

出
し
は
、
外
部
委
員
か

ら
頂
い
た
言
葉
で
す
。

こ
の
言
葉
に
恥
じ
ぬ
よ

う
、
計
画
の
実
現
に
役

職
員
一
同
、
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

アウリンコ完成予想図

至
誠
ホ
ー
ム

こ
れ
か
ら
の
10
年　
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平
成
27
年
４
月
よ
り
、
至
誠
ホ
ー
ム
本
部

に
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｗ

Ｃ
）」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
錦
地
区

に
お
け
る
至
誠
ホ
ー
ム
の
Ｓ
Ｗ
（
福
祉
相
談

援
助
活
動
）
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
位
置

づ
け
と
な
り
ま
す
。

　

各
実
践
現
場
に
お
い
て
、
施
設
・
居
宅
の

内
容
に
応
じ
た
Ｓ
Ｗ
活
動
は
従
来
ど
お
り
に

行
わ
れ
ま
す
が
、
至
誠
ホ
ー
ム
全
体
の
相
談

窓
口
機
能
を
持
ち
、
総
合
的
、
包
括
的
な
Ｓ

Ｗ
、
ま
た
地
域
支
援
活
動
を
含
め
た
実
践
活

動
を
担
う
セ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
至
誠
ホ
ー
ム
の
専
門
研
究
機
関
と

し
て
の
役
割
を
持
つ
至
誠
ホ
ー
ム
福
祉
研
究

所
と
共
に
現
場
の
調
査
研
究
支
援
を
行
う
至

誠
ホ
ー
ム
の
Ｓ
Ｗ
活
動
の
深
化
を
支
援
す
る

役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
の
目

指
す
大
枠
に
つ
い
て
は
説
明
し
た
通
り
で
す

が
、
こ
の
４
月
か
ら
の
体
制
は
第
一
段
階
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
平
成
29
年
４
月
に
開
設
を
目
指
し

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
介
護
複
合
型
施

設
「
ア
ウ
リ
ン
コ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点

で
、
本
格
的
な
体
制
が
整
い
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
・
役
割
が
始
ま

る
計
画
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の

場
所
は
２
箇
所
に
な
り
ま
す
。

①
平
成
26
年
度
ま
で
統
括
事
務
局
に
属
し
て

い
た
「
企
画
調
整
」
が
本
館
事
務
所

②
ス
オ
ミ
在
宅
部
門
に
属
し
て
い
た
「
立
川

市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
立
川
市

委
託
事
業
）、至
誠
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
）
が
分
割
さ
れ
「
至
誠
Ｓ
Ｗ

Ｃ
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
５
月
よ
り

開
所
す
る
２
事
業
が
至
誠
記
念
館

に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
平
成
26
年
度
ま
で
に

担
っ
て
い
た
業
務
を
継
続
し
な
が
ら
、
残
さ

れ
た
課
題
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
具
体
的
に

示
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
具
現
化
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
長
は
旭
副
ホ
ー
ム
長
が
兼
務
い
た
し
ま

す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｗ
Ｃ
）の
開
設

　

昨
年
度
末
を
持
ち
ま
し
て
、
至
誠
ホ
ー
ム

副
ホ
ー
ム
長
・
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
園
長
の

大
村
洋
永
が
定
年
と
な
り
、
相
談
役
に
転
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
日
の
大
き
な
変
化
が
想
定
さ
れ

る
社
会
福
祉
・
介
護
事
業
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
左
記
の
通
り
新
し
い
組
織
と
体
制
で

新
年
度
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
介
護
報
酬
の
切
り
下
げ
、
介
護
人

材
確
保
難
と
い
う
厳
し
い
経
営
の
局
面
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
最
善
の

体
制
と
取
り
組
み
で
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
確
保
と
地
域
へ
の
貢
献
活
動
を
続
け

て
い
く
所
存
で
す
。

　
至
誠
ホ
ー
ム
新
組
織
と
責
任
者

至
誠
ホ
ー
ム
長	

　
　
　
　

橋
本
正
明

至
誠
ホ
ー
ム
副
ホ
ー
ム
長　
　

旭　

博
之
＊

至
誠
ホ
ー
ム
立
川
錦
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

至
誠
和
光
ホ
ー
ム
（
軽
費
Ａ
型
）
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
山
順
子

　
　

至
誠
特
養
ホ
ー
ム
園
長　

吉
上
恵
子

至
誠
ホ
ー
ム
多
摩
川
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
（
CH
・
GH
他
）
園
長	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
晴
夫
＊

　
　

至
誠
ホ
ー
ム
コ
ミ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
智
行
＊

　
　

至
誠
調
布
若
葉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長　

兼

　
　

至
誠
調
布
柴
崎
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
富
士
子
＊

至
誠
ホ
ー
ム
キ
ー
ト
ス
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

至
誠
ホ
ー
ム
キ
ー
ト
ス
（
特
養
・
居
宅
事

　
　

業
）
園
長　
　
　
　
　
　

栗
原
文
男

　
　
至
誠
柏
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長　

大
友
正
樹
＊

至
誠
ホ
ー
ム
国
分
寺
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ
（
小
規
模
特
養
・　

　
　

GH
・
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
他
）
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諏
訪　

逸
＊

　
　

至
誠
国
分
寺
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長		



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
畑
達
也
＊

統
括
事
務
局
長		



金
井
裕
一

至
誠
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｗ
Ｃ
）

長
（
兼
任
）	

　
　
　
　

旭　

博
之
＊

＊
印
は
異
動
・
新
任
の
園
長
・
セ
ン
タ
ー
長

と
な
り
ま
す
。
CH
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
GH
は
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
略
。

新
た
な
体
制
で
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
何
卒
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
〔
至
誠
ホ
ー
ム
長　

橋
本
正
明
〕

至
誠
ホ
ー
ム　

平
成
27
年
度
新
体
制
の
ご
紹
介



　

新
介
護
複
合

型
施
設
「
ア
ウ

リ
ン
コ
」
の
建

設
（
２
０
１
７

年
４
月
開
設
）

及
び
至
誠
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
前
半

の
主
要
計
画
と
す
る
「
第
三
次
至
誠
ホ
ー
ム

中
長
期
計
画
」
が
こ
の
４
月
に
ス
タ
ー
ト
。

計
画
通
り
に
順
調
に
進
捗
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
す
。

　

私
が
至
誠
ホ
ー
ム
に
転
職
し
ま
し
た

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
は
、
そ
の
前
年
か

ら
第
一
次
至
誠
ホ
ー
ム
中
長
期
計
画
（
至
誠

ホ
ー
ム
ぷ
ら
ん
21
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
で

し
た
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
至
誠
ホ
ー
ム

で
の
17
年
間
は
、
第
一
次
中
長
期
計
画
前
半

の
主
要
計
画
で
あ
っ
た
「
至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ

ー
ム
」
の
建
設
準
備
に
（
２
０
０
０
年
の
開

設
よ
り
９
年
間
園
長
）
始
ま
り
、
最
後
は
後

半
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
老
朽
化
し
た
措
置

施
設
の
「
至
誠
老
人
ホ
ー
ム
（
養
護
老
人
ホ

ー
ム
）」
を
終
了
し
、高
齢
者
の
新
た
な
「
住

ま
い
方
」
を
目
指
す
契
約
に
よ
る
住
ま
い
型

施
設
「
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
」（
２
０
０
３

年
に
開
設
）
で
の
三
代
目
の
園
長
（
最
後
の

５
年
間
）
で
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

キ
ー
ト
ス
で
の
思
い
出
の
一
つ
は
、

２
０
０
２
年
９
月
９
日
（
菊
の
節
句
の
日
）

に
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
出
ま
し
に
な
ら
れ

た
（
行
幸
啓
）
こ
と
で
し
た
。
２
時
間
近
い

ご
滞
在
の
間
、
両
陛
下
は
音
楽
療
法
、
お
や

つ
作
り
、
華
道
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動
や
、
ユ

ニ
ッ
ト
の
個
室
で
生
活
さ
れ
て
お
ら
れ
る
あ

る
女
性
高
齢
者
（
Ｎ
さ
ん
）
の
お
部
屋
を
見

学
さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
さ
ん
は
後
日
私
に
次
の

よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。「
園
長
さ

ん
、
私
は
皇
后
さ
ま
に
大
変
失
礼
な
こ
と
を

申
し
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皇
后
陛
下
が

『
こ
こ
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
？
』
と

お
尋
ね
に
な
ら
れ
た
の
で
私
は
、
こ
こ
は
と

て
も
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
よ
。
皇
后
陛

下
も
お
年
を
召
さ
れ
た
ら
ぜ
ひ
キ
ー
ト
ス
に

お
越
し
下
さ
い
！
っ
て
言
っ
て
し
ま
っ
た
の

よ
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
？
」
と
困
惑
し
な
が

ら
語
っ
て
お
ら
れ
た
表
情
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
厚
誼

に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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至
誠
ホ
ー
ム
で
の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

　
　
　
　
　

～
定
年
退
職
に
あ
た
っ
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　

至
誠
ホ
ー
ム
前
副
ホ
ー
ム
長
・
至
誠
ホ
ー
ム
前
ス
オ
ミ
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

村　

洋　

永

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

　
～
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
と
口
腔
体
操
～

　
食
べ
る
こ
と
と
い
う
の
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
栄
養
を
取
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
生
活
の
中
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
な
ん
で
も
食

べ
ら
れ
る
か
と
い
う
と
…
…
難
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
道
具
は
使
え
ば
古
く
な
る
の
は

当
た
り
前
で
、
食
べ
る
た
め
に
使
う
場
所
も

年
を
取
り
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
る
た
め
の
能

力
を
摂
食
・
嚥
下
機
能
と
い
い
ま
す
が
、
年

齢
の
影
響
が
で
や
す
い
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　

　
け
れ
ど
、
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た

ら
気
を
付
け
た
方
が
い
い
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
多
摩
立
川
保
健
所
が
配
布
し
て
い

る
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
ん
な
症
状
が
１

つ
で
も
あ
っ
た
ら
、
食
べ
る
こ
と
・
飲
み
込

む
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
か
な
？
と
疑

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。　

①
食
事
中
に
ム
セ
る
こ
と
が
あ
る
。
②
唾
液

専
門
職
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！

が
口
の
中
に
た
ま
る
。
③
飲
み
込
む
の
に
苦

労
す
る
こ
と
が
あ
る
。
④
固
い
も
の
が
噛
み

に
く
く
な
っ
た
。
⑤
舌
に
白
い
苔
の
よ
う
な

も
の
が
つ
い
て
い
る
。⑥
声
が
変
わ
っ
た（
が

ら
が
ら
声
や
鼻
に
抜
け
る
声
）。
⑦
よ
く
咳

を
す
る
。
⑧
食
事
を
残
す
こ
と
が
多
い
。　

⑨
体
重
が
減
っ
た
（
１
か
月
で
５
％
以
上
、

半
年
で
10
％
以
上
）。

　
「
ま
だ
私
は
大
丈
夫
！
」
と
い
う
方
も
普

段
か
ら
気
を
付
け
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

口
腔
体
操
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
深
く
椅
子
に
腰
か
け
る
。

②
深
呼
吸
を
す
る
（
鼻
か
ら
吸
っ
て
口
か
ら

出
す
）。③
ゆ
っ
く
り
と
首
を
動
か
す（
前
後・

左
右
に
倒
す
、
左
右
を
向
く
、
首
を
軽
く
回

す
。
痛
く
な
い
程
度
に
）。
④
ゆ
っ
く
り
と

息
を
吸
い
な
が
ら
肩
を
上
に
上
げ
、
力
を
抜

き
、
息
を
吐
い
て
ス
ト
ン
と
落
と
す
。
⑤
舌

を
前
に
出
し
、
引
っ
込
め
る
。
⑥
舌
の
先
で

唇
の
角
を
左
右
交
互
に
さ
わ
る
。
⑦
頬
を
膨

ら
ま
す
。
⑧
「
イ
ー
、
ウ
ー
」
と
言
い
な
が

ら
口
を
大
き
く
動
か
す
。
⑨
深
呼
吸
を
す
る

（
鼻
か
ら
吸
っ
て
口
か
ら
出
す
）。　

※
１
つ
の
運
動
は
３
～
５
回
ず
つ
。

※
で
き
る
だ
け
食
べ
る
前
に
行
う
。

　
口
腔
体
操
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま

す
の
で
、
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
探
し
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
に
も
、

食
べ
方
を
工
夫
し
た
り
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
ど
の
方
法
も
無
理
せ
ず
、
継
続
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
！

　
　
　
　
　
　
（
言
語
聴
覚
士　
笈
川　
梢
）

高
齢
期
を
元
気
に

　
　
　
　 

過
ご
そ
う
‼
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第
20
回
至
誠
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
向
上
大
会

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
長　
長
畑
達
也

　

第
20
回
サ
ー
ビ
ス
向
上
大
会
が
３
月
17
日

（
火
）
に
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
イ

ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
至
誠
ホ
ー
ム
の
職
員
が
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
１
年
間
掛
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
と
成
果
を
発
表

し
、
至
誠
ホ
ー
ム
の
高
齢
者
ケ
ア
を
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

当
日
は
外
部
の
方
、
職
員
な
ど
を
合
わ
せ

て
１
４
０
名
ほ
ど
の
皆
様
が
来
場
さ
れ
、
た

い
へ
ん
盛
況
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
発
表
し
た
サ
ー
ク
ル
は
、
全
14
サ
ー

ク
ル
が
参
加
し
た
３
つ
の
地
区
大
会
で
代
表

と
な
っ
た
「
柏
デ
イ
ホ
ー
ム
」、「
調
布
若
葉

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」、「
錦
特
養
生
活
検
討
委

員
会
」
の
３
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。

　

各
発
表
内
容
と
も
に
非
常
に
レ
ベ
ル
が
高

く
甲
乙
つ
け
が
た
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
審
査
の
結
果
、「
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
へ
行
こ
う
（
移
行
）
！
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
至
誠
柏
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
デ
イ
ホ
ー
ム
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
本

ホ
ー
ム
長
よ
り
第
３
次
至
誠
ホ
ー
ム
中
長
期

計
画
策
定
に
関
す
る
ご
報
告
を
頂
き
ま
し

た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
末
の
第

21
回
大
会
に
つ
き
ま
し
て
も
是
非
、
ご
来
場

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最優秀賞を受賞した至誠柏ケアセンターデ
イホームの「認知症対応型通所介護へ行こ
う（移行）！」

３
つ
の
発
表
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
名

：
ワ
ク
ワ
ク
か
し
わ
（
キ
ー
ト

ス
ブ
ロ
ッ
ク　

至
誠
柏
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

デ

イ
ホ
ー
ム
）

テ
ー
マ

：
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
へ
行
こ

う（
移
行
）‼

　

既
存
の
一
般
通
所
介
護
の
利
用
者
で
認
知

症
状
に
よ
りBPSD

や
課
題
を
抱
え
て
い

る
方
を
対
象
に
、
段
階
を
踏
ん
で
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
へ
移
行
検
討
す
る
仕
組
み
を

構
築
。
利
用
者
の
安
全
・
安
心
・
心
地
よ
い

「
居
場
所
作
り
」
を
目
指
し
ま
し
た
。
取
組

み
の
結
果
、
移
行
し
た
利
用
者
の
笑
顔
が
増

え
、
活
動
性
が
上
が
り
、
居
心
地
の
よ
い
場

所
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
移
行
の
過
程
で

の
職
員
の
観
察
力
・
記
録
力
が
向
上
し
ま
し

た
。
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
は
単
位
数
が

高
い
こ
と
や
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
事

が
課
題
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
関
係
性
を
深

め
、
理
解
を
求
め
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

◆

サ
ー
ク
ル
名

：Life Study Com
m

ittee

（
立
川
錦
ブ
ロ
ッ
ク 

至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム　

生
活
検
討
委
員
会
）

テ
ー
マ

：

心
地
よ
い
排
泄
介
護
を
目
指
し
て

～
ダ
イ
パ
ー
内
環
境
改
善
～

　

委
員
会
活
動
の
中
で
、
利
用
者
の
失
禁

す
る
（
ダ
イ
パ
ー
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
こ

と
）
頻
度
が
多
い
利
用
者
が
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
声
が
あ
り
、
使
用
方
法
や
使
用
ダ

イ
パ
ー
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
ダ
イ
パ
ー
の
使
用
方
法
が
フ
ロ
ア
毎
に

ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
正
し
く
使
用
で
き
て
い

な
い
現
状
で
し
た
。
そ
こ
で
排
泄
介
助
を
見

直
し
、
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
こ
と
を

目
標
に
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
勉
強
会
を
開
催
。
ダ
イ
パ
ー
の
種
類
や
サ

イ
ズ
の
見
直
し
、
交
換
時
間
、
回
数
な
ど
も

検
討
し
、
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
は
、
コ
ス
ト
も

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
適
切
な
対
応
と
見
直
し
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。　
　
　
　
（
＊
ダ
イ
パ
ー
と
は
オ
ム
ツ
の
こ
と
）

　
　
　
　
　
　

◆

サ
ー
ク
ル
名

：

若
葉
３
１
５
（
多
摩
川
ブ
ロ

ッ
ク　

至
誠
調
布
若
葉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

テ
ー
マ

：

「
絆
～
地
域
と
の
交
流
～
」

　

調
布
若
葉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
平
成
24
年
１

月
に
開
設
し
て
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
し
て
い
る

入
居
者
が
地
域
と
の
繋
が
り
を
ど
う
深
め
て

い
く
か
を
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

新
た
に
学
童
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
実
施
し
た

こ
と
で
、入
居
者
か
ら
は「
楽
し
か
っ
た
」「
元

気
が
出
る
」
と
い
っ
た
声
が
出
て
、
日
常
に

活
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
交
流
に

よ
り
、
学
童
ク
ラ
ブ
児
童
の
ご
家
族
が
若
葉

バ
ザ
ー
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
声
を

か
け
て
下
さ
る
地
域
の
方
々
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
と
の
結
び
つ
き
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
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後
援
会
加
入
の
お
願
い

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
左
記
事

務
局
へ

至
誠
ホ
ー
ム
事
務
局

　

立
川
市
錦
町
６
─
28
─
15

　

電  

話  

０
４
２
─
５
２
７
─
０
０
３
１

至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
事
務
局

　

立
川
市
幸
町
４
─
14
─
１

　

電  
話  

０
４
２
─
５
３
８
─
２
３
２
３

至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ
事
務
局

　

国
分
寺
市
並
木
町
３
─
12
─
２

　

電  

話  

０
４
２
─
３
０
０
─
３
７
０
０

　

会　

費　
　

２
０
０
０
円
以
上

　

会　

長　
　

師　

岡　

恵
美
子

後
援
会
コ
ー
ナ
ー

後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
　

平
成
27
年
１
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日　

中
山
詔
八
郎　

飯
田
能
子　
　

梶
浦
善
江　

小
野
瑛
子　
　

金
井
裕
一　
　

萩
原
千
恵
子　

村
岡
四
郎　
　

山
岸
勝
喜　
　

益
子
総
一
郎

多
摩
中
南
米
文
化
同
好
会
代
表
旭
博
之　
　
　

保
谷
正
幸　
　

蓮
見
稔
夫　
　

蓮
見
恭
子　
　

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
㈱
米
山
鐘
一　

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
㈱
青
木
憲
明　

島
本
徳
恵　
　

橋
本
百
合
子　

大
澤
桂
子

Y
シ
ョ
ッ
プ
柳
澤
元
一　

	

伊
藤
英
雄

㈱
多
摩
健
康
企
画　
　

鈴
木
幸
子　

古
川
郁
子

原　

敏
子　
　

三
橋
喜
久	

佐
藤
美
智
子　

義
江
明
子　
　

上
岡
謙
夫	

倉
本　

宣

茂
手
木
和
子　

志
村
久
枝	

内
田　

務

清
原
サ
ツ
キ　

石
射　

保	

堀　

満
彦

井
上
富
士
子　

松
永
登
貴
央	

吉
﨑
武
子

橋
本　

茂　
　

内
藤　

博　
　

髙
久
征
子

双
葉
食
品
徳
崎 

健　
　

	

磯
野
初
子　
　

ク
ン
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
近
藤
親
則　

㈱
サ
ン
エ
ー
電
化　
　
　
　
　

大
倉
秀
夫

上
甲
時
子　
　

中
村
静
子	

坂
口
孝
憲

松
本
孝
子　
　

矢
野
慶
子　
　

今
井
二
三
雄

㈲
松
山
堂
薬
局　

宮
本
直
樹　
　

㈱
ワ
タ
ナ
ベ

安
本
善
衛　
　

安
本
サ
ヨ
子　

堀
江
登
代
子　

三
宅
奉
子　
　

今
野
和
子　
　

青
山
夏
樹

飯
沼
電
気
㈱
飯
沼
克
美	

吉
岡
恵
一

竹
村
和
子　
　

熊
谷
育
子　
　

村
瀬
博
子

大
村
洋
永　
　

佐
藤
眞
弘　
　

木
村
登
志

Ｙ
Ｏ
Ｋ
㈱
代
表
取
締
役
田
中
純
男　
　

光
西
寺

大
山
勝
美　
　

池
上
敏
明　
　

野
末　

至　
　

内
田
好
彦　
　

木
宮
和
子　
　

木
宮
絹
枝　
　

種
村
和
江　
　

髙
部　

博　
　

及
川
雅
弘　
　

池
谷
正
義　
　

小
俣
明
洋　
　

土
方
一
成　
　

甲
斐
千
里　
　

㈱
東
京
ボ
ン
・
サ
ン
テ　

江
口
三
枝
子　

岩
﨑
不
動
産
㈱　
　

菅
野　

栄

小
向
敏
江　
　

藤
本
聰
江　
　

佐
藤
晏
子　
　

新
林
春
子　
　

大
舘
純
子　
　

渡
邉
綾
子　
　

坂　

幹
子　
　

菊
池
ヨ
シ
ノ　

高
松
久
美
子　

佐
藤
規
子　
　

戸
田
和
三　
　

石
母
田
陽
子　

渡
辺
正
志　
　

木
下
紀
子　
　

御
器
谷
喜
久
子

神
田
京
子　
　

水
越　

豊　
　

水
越　

進　
　

水
越
栄
子　
　

地
引　

憲　
　

町
田　

實　
　

斉
藤
藤
子　
　

小
町
二
三
江　

中
村
邦
夫　
　

小
野
俊
雄　
　

中
島
喜
代
子　

竹
内
美
幸　
　

戸
田
理
一　
　

福
島
暁
美　
　

大
竹
延
栄　
　

大
西
信
一　
　

清
水
紀
代
子　

伊
東
清
子　
　

松
田
圭
彦　
　

橋
詰　

亨　
　

常
盤
木
隆　
　

岩
谷
淳
子　
　

柴
田
道
子　
　

百
瀬
千
枝　
　

林
田
満
江　
　

野
村
哈
爾
美　

堤　

政
江　
　

貴
志
朋
子　
　

上
田
朝
子　
　

新
井
セ
ツ
子　

石
橋
京
子　
　

田
中
章
司　
　

馬
場
維
男　
　

 

㈲
カ
ナ
イ
メ
デ
ィ
カ
ル　
　
　

三
田
憲
次　
　

三
田
芙
美
子　

佐
藤
典
子　
　

大
井
田
フ
サ
エ

四
戸
康
一　
　

下
田
光
江　
　

㈱
ト
ー
コ
ン

㈱
サ
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン　
　
　

伊
藤　

令

㈲
三
上
鰹
節
店　

磯
崎　

実　

磯
崎
静
子　

清
水
悦
子　
　

樋
口
幸
子　
　

林
の
り
子　

菊
川
操
子　
　

梅
本
順
子　
　

加
藤　

清　
　

加
藤
道
子　
　

松
本
美
代
子　

清
水
春
美　
　

山
口
は
る
み　

安
藤
道
子　
　

高
倉
洋
子　
　

五
十
嵐
和
子　

木
島
三
郎　
　

蔵
田
郁
枝　
　

及
川
悦
子　
　

及
川
清
一　
　

榎
本
良
一　
　

渋
谷
ま
さ
み　

㈱
綜
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研

究
所
代
表
者
吉
村
一
哉　
　
　

田
中
幹
子　
　

勝
木
敬
子　
　

髙
田
智
恵
子　

堀
口　

勉　
　

山
川
俊
子　
　

佐
々
木
志
保
子　

深
谷
四
郎　

太
田
文
子　
　

大
塚
千
恵
子　

上
岡
ト
ミ
子　

兼
森
美
津
子　

大
家
千
枝
子　

安
田
良
子　
　

山
本　

豊　
　

大
沢
英
一　
　

酒
井　

信　
　

㈱
サ
ン
プ
ロ
ス
代
表
取
締
役
馬
場
弘
行　
　

小
竹
幸
子　
　

萩
原
千
恵
子　

星
野
孝
子　
　

中
村
奈
保　
　

渡
辺
道
子　
　

山
﨑
和
子　
　

辻
口
喜
明　
　

辻
口
三
穗
子　

椙
本
晏
夫　
　

髙
橋
久
子　
　

福
澤
京
子　
　

桜
井
典
子　
　

小
川
昌
子　
　

矢
島
澄
子　
　

永
井
勝
利　
　

橋
本
ラ
イ
ヤ　

㈱
朝
雅　
　
　

奥
一
郎

奥　

陽
子　
　

宮
澤
友
子　
　

田
代
啓
美　
　

村
瀬
文
雄　
　

久
保
田
敬
一　

原
田
澄
子　
　

谷
口
一
美　
　

山
下
清
超　
　

会
沢
喜
代
子　

浅
見
富
江　
　

岩
品
昭
夫　
　

工
藤　

剛　
　

長
谷
重
子　
　

菊
池
礼
子　
　

桑
原
一
雅　
　

田
中
き
ぬ
ゑ　

櫻
井
悦
子　
　

髙
橋
教
子　
　

岡
田　

清　
　

鈴
木
幾
代　
　

三
中
西
博
介　

梅
田
尚
裕　
　

三
中
西
せ
い
子　

以
上
227
名　

　

「楽」空き情報

☆サービス付き高齢者向け住宅
　「高齢者フラット楽」（国分寺市並木町）
☆お一人用／１部屋　お二人用／１部屋
☆入居条件／入居時は健康で自立して生活
　　　　　　できる方
☆賃料／月額 104,000 〜 162,000 円
　　　　管理費 2,000/ 月
［お問い合わせ先］　国分寺市並木町 3-12-2
　　　電話 042（300）3700　
　　　担当：益子まで

平成27年３月1日現在

早めの住み替えで充実した高齢期の暮らしを！
　スオミ・ケアハウス「お二人部屋」空室あります！
　ご夫婦・姉妹・親子など、どちらかが60歳以上の自立されている方が対象です。
（利用料）
Ｅタイプ  61 ㎡　ご夫婦で　184,320 円～
　　　　　　　　（お一人あたり　92,160 円）
　＊利用料には、居住費（家賃）、生活費（食事代など）、
　　サービスの提供に要する費用（収入によります）が
　　含まれます。
　（設備）緊急呼び出しボタン、水センサー生活異変シス
　　　　 テム、ミニキッチン、納戸、トイレ、フロ、洗面
　＊ヨガ、スポーツ吹矢、パソコン、水彩画など各種セミ
　　ナー実施
お問い合わせどうぞよろしくお願い致します。
　　０４２―５２７―００３３　担当：佐藤

Ｅタイプ　リビングと寝室

トイレ・フロ　バリアフリー
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17
火　

サ
ー
ビ
ス
向
上
本
大
会

18
水　

彼
岸
供
養
祭
／
若
葉
カ
フ
ェ（
調
布
若
葉
）

19
木　

和
光
役
員
会（
和
光
）／
居
酒
屋
キ
ー
ト
ス

24
火　

全
体
集
会（
錦
）／
利
用
者
相
談
委
員
会　

25
水　

和
光
集
会（
和
光
）

26
木　

運
営
懇
談
会（
ス
オ
ミ
CH
）／
コ
ー
ヒ
ー
タ

イ
ム
（
国
）

28
土　

法
人
辞
令
交
付
式　

30
月　

誓
い
の
式

31
火　

退
職
辞
令
交
付
式

温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

平
成
27
年
２
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

①
金
員
の
部

前
田
金
属
工
業
㈱
前
田
正
明　

池
田
照
子　

下
東
玲
子

橋
本
百
合
子　

古
川
郁
子　
　

原　

敏
子　

義
江
明
子

上
岡
謙
夫　
　

倉
本　

宣　
　

茂
手
木
和
子　

志
村
久
枝　
　

清
原
サ
ツ
キ　

松
永
登
貴
央

吉
﨑
武
子　
　

橋
本　

茂　
　

双
葉
食
品
徳
崎
健

船
橋
優
子　
　

大
倉
秀
夫　
　

上
甲
時
子

中
村
静
子　
　

坂
口
孝
憲　
　

板
谷
誠
一

安
本
善
衛　
　

安
本
サ
ヨ
子　

飯
沼
電
気
㈱

熊
谷
育
子　
　

佐
藤
眞
弘　
　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
㈱
代
表
取
締
役

田
中
純
男　
　

光
西
寺　
　
　

木
村
登
志

内
田
好
彦　
　

江
口
三
枝
子　

宮
﨑
富
司

佐
藤
晏
子　
　

渡
邉
綾
子　
　

坂　

幹
子

西
村
比
呂
子　

菅
野
令
子　
　

菊
池
ヨ
シ
ノ

神
田
京
子　
　

水
越
栄
子　
　

石
橋
恵
美
子　

中
島
笑
子　
　

戸
村
晴
子　
　

伊
藤
英
雄　
　

地
引　

憲　
　

町
田　

實　
　

斉
藤
藤
子　
　

小
町
二
三
江　

中
村
邦
夫　
　

小
野
俊
雄　
　

竹
内
美
幸　
　

中
島
喜
代
子　
　

竹
ヶ
原
郁
子　

戸
田
理
一　
　

大
竹
延
栄　
　

福
島
暁
美　
　

㈱
プ
ラ
ザ
メ
デ
ィ
カ
ル　
　
　

大
西
信
一　
　

坂
本
秀
高　
　

清
水
紀
代
子　

松
田
圭
彦　
　

伊
東
清
子　
　

常
盤
木
隆　
　

橋
詰　

亨　
　

柴
田
道
子　
　

百
瀬
千
枝　
　

林
田
満
江　
　

野
村
哈
爾
美　

清
水
悦
子　
　

樋
口
幸
子　
　

林
の
り
子　
　

菊
川
操
子　
　

及
川
清
一　
　

及
川
悦
子　
　

蔵
田
郁
枝　
　

田
代
啓
美　
　

松
島
澄
子　
　

山
下
清
超　
　

長
谷
重
子　
　

桑
原
一
雅　
　

櫻
井
悦
子　
　

三
中
西
博
介　

三
中
西
せ
い
子　

梅
田
尚
裕　
　

岡
田　

清

感
謝
録

※ 入居施設定員　至誠特別養護老人ホーム 150 名、至誠ホームキートス 70 名、至誠ホームミンナ小規模特養 29 名、
　　　　　　　　 至誠和光ホーム 50 名、至誠ホームスオミ・ケアハウス 50 名、至誠ホームスオミ・グループホーム 9 名、
　　　　　　　　 調布若葉ケアセンターグループホーム 18 名、至誠ホームミンナグループホーム 18 名
※ サービス付き高齢者向け住宅せせらぎ 15 戸　サービス付き高齢者向け住宅フラット「楽」７戸
※ 訪問介護は提供時間

至誠ホーム利用者状況   （平成27年2月１日〜27年3月31日）（ ）:実人数ボランティア受入 / 福祉学習協力 状況

ボランティア活動状況  活動内容別

錦・調布地区
幸 ･ 柏 地 区
国 分 寺 地 区
合 計

地区別
期間 平成26年度

２月〜３月
平成26年度

累計
	 1,293	〈45〉	 8,125	〈375〉
	 900	〈29〉	 5,754	〈219〉
	 144	〈  0〉	 772	〈  0〉
	 2,337	〈74〉	 14,651	〈594〉

ボランティア活動状況　地区別

〈 〉は V 体験で内数

活動内容
期間 平成26年度

２月〜３月
平成26年度

累計
生 活 支 援
健 康 づ く り
生 き 甲 斐 支 援
地 域 支 援
行 事
事 務 等
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験
 　　合　　計

	 453	 2,756
	 408	 2,548
	 1,166	 6,878
	 159	 1,018
	 49	 718
	 28	 139
	 74	 594
	 2,337	 14,651

一 般 ボ ラ
インターンシップ
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験
実 習・ 研 修
体 験 学 習
見 学・ 視 察
ご慰問・ご招待

種類
期間 平成26年度

２月〜３月
平成26年度

累計
	 2,263 人	 14,057 人
	 0 人	 0 日
	 74 人	 594 人
	 　176 日	 1017 日
	 　0 日	 576 日
	 3 人	 141 人
	 0 件	 3 件

ふれあい夕ごはん事業
ホームケア食事サービス
自立者短期入所事業（軽費）
短期入所生活介護（至誠特養）
通所介護（至誠アクティブセンター）
保養ステイ事業（軽費）
通所介護（至誠デイケアセンター）
通所介護（調布若葉ケアセンター）
通所介護（調布柴崎ケアセンター）
訪問介護（至誠ホームヘルプ）
訪問介護（コミホームヘルプ）
居宅介護支援事業（至誠）
居宅介護支援事業（調布若葉）
居宅介護支援事業（調布柴崎）
ゲストルーム（スオミ）
短期入所生活介護（キートス特養）
通所介護（キートスデイサービスセンター）
訪問介護（キートスホームヘルプ）
居宅介護支援事業（キートス）
自立者短期入所事業（キートス） 
通所介護（柏）
居宅介護支援事業（柏）
小規模多機能（ミンナ）
通所介護（もとまち）
居宅介護支援事業（もとまち）

	 448	( 50)	 524	( 49)	 5,884
	 0	(   0)	 0	(   0)	 0
	 0	(   0)	 0	(   0)	 0
	 538	( 61)	 649	( 66)	 7274
	 41	(  10)	 51	( 11)	 410
	 0	 (  0)	 0	(  0)	 74
	 681	(107)	 790	(108)	 9.626
	 656	( 94)	 737	(100)	 8.332
	 419	( 83)	 468	( 84)	 5,339
	 688.5	( 78)	 747.5	( 80)	 8938.5
	589.0	( 47)	 683.0	( 53)	 8,256.0
	 111		  111		  1,330
	 51		  51		  613
	 61		  61		  656
	 0		  0		  130
	 549	( 83)	 630	( 88)	 7,118
	1,039	(166)	 1,172	(166)	 13,909
	838.5	(100)	 918.0	(106)	 9,736.0
	 172		  176		  2,052
	 0	(   0)	 0	(   0)	 0
	 730	(109)	 864	(111)	 9,775
	 103		  109		  1,248 
	 560		  620		  7,192
	 447	( 68)	 510	( 68)	 5,667
	 87		  82		  940

錦
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
川
ブ
ロ
ッ
ク

キ
ー
ト
ス
ブ
ロ
ッ
ク
国
分
寺
ブ
ロ
ッ
ク

事
業
本
部

介
護
保
険

介 

護 

保 

険 

自主
事業

自主
事業

事　業　内　容 累計

介護
保険

委託
事業

委託
事業

自主
事業

介護
保険

２月 ３月

介護
保険

平
成
27
年
２
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

CH
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
GH
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

自
主
研
：
職
員
自
主
研
修
会　

国
：
国
分
寺
ブ
ロ
ッ
ク

　

２　
　

月

２
月　

豆
ま
き
（
和
光
・
ス
オ
ミ
CH
・
GH
・
せ
せ

ら
ぎ
）

４
水　

サ
ー
ビ
ス
向
上
地
区
大
会（
キ
ー
ト
ス
）

７
土　

と
も
し
び
法
話
会（
錦
）

10
火　

サ
ー
ビ
ス
向
上
地
区
大
会（
和
光
・
多
摩
川

・
国
分
寺
・
事
務
局
）

12
木　

給
食
委
員
会（
和
光
）／
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

（
国
）

14
土　

ぷ
ら
っ
と
な
み
き（
国
）

15
日　

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
キ
ー
ト
ス
）

16
月　

自
主
研
「
介
護
労
働
を
生
き
抜
く
ス
ト
レ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
他

17
火　

運
営
推
進
会
議（
若
葉
GH
）

18
水　

若
葉
カ
フ
ェ（
調
布
若
葉
）／
サ
ー
ビ
ス
向

上
地
区
大
会（
錦
特
）

19
木　

和
光
役
員
会（
和
光
）／
居
酒
屋
キ
ー
ト
ス

21
土　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

	

（
キ
ー
ト
ス
）

23
月　

自
主
研
「
医
療
ニ
ー
ズ
を
見
逃
さ
な
い
」

24
火　

運
営
推
進
会
議（
ス
GH
）／
東
京
都
指
導
検

査
（
せ
せ
ら
ぎ
）

25
水　

運
営
懇
談
会（
CH
）

26
木　

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
国
）／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

交
流
会（
錦
）／
自
主
研
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
安
衛
主
催
」

　

３　
　

月

１
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会（
調
布
若
葉
）

２
月　

法
人
新
入
職
員
事
前
研
修

３
火　

ひ
な
ま
つ
り（
和
光
）／
至
誠
ホ
ー
ム
新
入

職
員
事
前
研
修
開
始

７
土　

至
誠
ホ
ー
ム
家
族
会
幹
事
会（
錦
）／
至
誠

キ
ー
ト
ス
悠
遊
倶
楽
部
世
話
人
会

８
日　

錦
六
会
・
法
人
合
同
防
災
訓
練

９
月　

自
主
研
「
介
護
保
険
改
訂
に
つ
い
て
」

10
火　

ホ
ー
ム
委
員
会
・
給
食
委
員
会（
錦
特
）

11
水　

立
川
市
介
護
保
険
事
業
者
全
体
会

12
木　

食
事
懇
談
会（
キ
ー
ト
ス
）／
あ
り
が
と
う

の
会（
錦
）

14
土　

キ
ー
ト
ス
集
会
／
ぷ
ら
っ
と
な
み
き（
国
）

ホ
ー
ム
日
誌



平
成
27
年
２
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

（
１
）
実
習
研
修

◎
社
会
福
祉
士
実
習

大
妻
女
子
大
学　

橋
本
侑
香（
24
日
間
）・
阿

部
真
実
子（
23
日
間
）／
十
文
字
学
園
女
子
大

学　

村
松
彩
香（
10
日
間
）／
文
京
学
院
大
学

海
野
澪（
23
日
間
）／
桜
美
林
大
学
田
村
厚
樹

（
16
日
間
）　　
　
　
　
　

計
５
名　
延
96
日

◎
介
護
福
祉
士
実
習　
　
　
　
　
　

計
０
名

◎
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

原
田
秀
一
・
堀
江
久
美
子
・
林
慶
・
田
中
裕

典
・
佐
倉
慶
典
・
石
井
政
裕
・
稲
葉
祐
子
・

富
沢
喜
代
美
・
川
田
康
智
・
植
村
直
也
・
藤

野
陽
介
・
岸
本
浩
一
・
滝
口
雅
仁
・
福
田
和

明
・
小
林
洋
介
・
和
田
直
也計

16
名　
延
80
日

◎
そ
の
他
研
修　
　
　
　
　
　
　
　
計
０
名

（
２
）
体
験
学
習

錦
地
区　
　
　
　
　
な
し

計
０
名

キ
ー
ト
ス
地
区　
　

な
し

（
３
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 　
　
　

 

計
０
名

（
４
）
見
学
・
視
察

西
砂
ホ
ー
ム　

吉
間
理
事
長
ほ
か
３
名　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
３
名　

累
計
141
名

（
５
）
ご
慰
問
・
ご
招
待  計

０
件　

累
計
３
件

小
林
好
子　

	

小
山
安
子　
　

篠
田
紀
子　

鈴
木
真
弓　

	

高
橋
明
子　
　

高
橋
雪
子　

近
森
英
子	

野
口
京
香	

羽
村
み
さ
子

東　

ト
ク　
　

土
方
和
子　

	

平
野
冨
士
枝

広
木
か
ほ
る　

福
西
正
弘	

師
岡
恵
美
子

　
　
　
　
　

延
143
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ミ
ン
ナ
）

【
国
分
寺
市
】	

雨
宮
政
恵	

井
上
和
江　

大
澤
早
智
子	

角　

文
喜　
　

熊
崎
咲
子　

熊
崎　

弘　
　

栗
原
克
徳　
　

笹
谷
信
子　

佐
野
文
子　
　

杉
浦
芙
美
子　

高
井
み
ど
り

滝
沢
百
合
子	

中
村
啓
子　
　

濱
ひ
で
子

原
垣
内
和
加
子　

丸
山
秀
雄

宮
シ
ス
タ
ー
ズ

【
他
市
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
91
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も
と
ま
ち
）

【
国
分
寺
市
】　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
笛
協
会

石
橋
幸
子　
　

池
田
幸
子　

	

横
山
交
子	

和
田
博
子　
　
　

【
他
市
】　　
　

菅
野
彰
子　
　

福
田
洋
子

吉
富
晶
子	

萬　

由
美　
　
　
　

延
53
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
若
葉
）

【
調
布
市
】　	

石
橋
隆
二　
　

江
上
芳
子	

益
イ
ツ
子	

大
村
哲
夫	

押
部
忠
康

狩
野
富
枝	

小
泉
圭
右	

齊
藤　

孝

田
代
和
美	

中
澤
禮
吉	

中
島
玲
子

萬　

由
美	

渡
辺
隆
雄　
　
　
　

延
64
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
柴
崎
）

【
調
布
市
】	

鈴
木
委
子　
　

田
中
百
花　

田
村
眞
智
子　

野
口
未
奈　
　
　
　

延
31
名

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
錦
〕

至
誠
保
育
園　

若
林
咲
芭　
　
　
　

延
45
名

〔
キ
ー
ト
ス
〕　　

た
か
の
み
ち
保
育
園　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
29
名

〔
柏
セ
ン
タ
ー
〕　　
　

な
し

〔
ミ
ン
ナ
〕　　
　
　
　

な
し

〔
も
と
ま
ち
〕　　
　
　

な
し

〔
調
布
若
葉
〕　　
　
　

な
し
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福
祉
学
習
協
力

澤
田
照
代　

三
中
西
せ
い
子　

三
中
西
博
介

静
田
記
代
子　

柴
田
き
よ
子　

城　

和
子　

鈴
木
洋
子　
　

砂
山
和
子　
　

関
根
太
治　

高
橋
明
子　
　

高
橋
喜
久
江　

高
橋
珠
美　

髙
橋
征
子　
　

高
橋
陽
子　
　

高
橋
好
弘　

武
井
容
子　
　

田
中
清
子　
　

田
中
秀
穂　

田
中
真
知
子　

田
中
美
智
子　

田
邊
シ
ゲ
子

土
屋
梯
子　
　

鶴
巻
清
子　
　

中
沢
京
子　

中
嶋
カ
ツ
子　

中
根
幸
子　
　

中
野
庸
夫　

成
田　

綴　
　

西
村
次
子　
　

西
山
靖
子

二
瓶
祥
子　
　

根
津
和
子　
　

服
部
ち
づ
子

羽
鳥
亜
矢　
　

濱
田
弘
子　
　

羽
村
ミ
サ
子

原　

静
江　
　

藤
井
美
千
代　

藤
原
大
生　

別
府
ひ
ろ
子　

堀
田
芳
子　
　

本
間
秋
子　

本
間
和
吉　
　

町
田
好
久　
　

松
本
イ
ツ
エ

松
本
恵
美　
　

松
本
和
美　
　

溝
口
礼
子　

嶺
岸
貞
子　
　

宮
坂
一
栄　
　

村
野
紀
美
子

村
野
順
大　
　

持
丸　

治　
　

持
丸
弘
子　

本
木
紀
作　
　

元
島
美
子　
　

桃
野
幸
子　

谷
治
晴
子　
　

山
口
弘
子　
　

山
崎
絹
江　

横
山
直
樹　
　

吉
村
竹
美　
　

米
澤　

稔　

渡
辺
佳
子　
　

渡
会
和
子　
　

渡
会
弘
恭

【
国
分
寺
市
】  　

オ
ー
ジ
ン
ズ

井
上
允
恵　
　

大
井　

京　
　

小
野
千
代　

小
野
俊
雄　
　

勝
倉
ナ
ホ
ミ　

河
村
裕
理　

時
枝
由
美
子　

中
山
淳
子　
　

橋
本
美
穂　

比
留
間
育
子　

藤
本
睦
代　
　

山
本
佳
子

【
他
市
】　	

ウ
ク
レ
レ
・
ホ
ア
ピ
リ

伊
藤
杏
子　

伊
藤　

滋　
　

乾　

由
紀
子　

伊
吹
美
帆
子　

内
田
喜
美
子　

内
田
純
子　

大
西
次
子　
　

小
澤　

廣　
　

加
籐
由
晃　

清
川
水
鳥　
　

佐
伯
節
子　
　

櫻
井
千
佳
子

佐
々
木
染
子　

新
海
寿
美
子　

鈴
木
真
弓　

鈴
木
洋
子　
　

高
野
信
子　
　

伊
達
美
紀
子

堤　

紀
美
子　

富
永
勝
人　
　

富
永
允
信　

錦
織
雅
子　
　

野
本
ま
ゆ
み　

長
谷
川
千
晶

林　

幸
子　
　

菱
山
好
雄　
　

肥
田
木
雅
子

福
島
央
己　
　

保
坂
栄
子　
　

松
井
順
子　

村
田
敏
郎　
　

山
越
美
津
江　

山
田
佳
子　

横
川
澄
子　
　

横
川
好
行　
　

若
杉
恵
美
子

若
月
里
美　
　

若
山
千
恵
子　

渡
辺
保
子　

　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
727
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

【
立
川
市
】 	

安
部　

操　
　

飯
村　

睦

石
橋
京
子　

	

市
村
敏
雄　

	

岩
田
綾
子　

黒
岩
二
三
子	

黒
田
直
子　
　

小
林
正
子　

古
谷
文
子　

宝
諸
博
文　
　

	

前
中
光
雄　

	

松
田
廣
子　

水
田
康
子	

水
野
美
鈴　

村
田
芳
江　

茂
木
ハ
マ
子	

百
瀬
千
枝　

安
ヶ
平
金
造　

山
崎
耕
造　
　

山
下
記
代
子

山
田
ハ
ル
江　

山
本
久
仁
子　

山
本　

元

義
江
明
子　

吉
川
厚
子　
　

	

吉
田
一
男　

	

米
山
勝
利　

若
村
ふ
み
子　
　

渡
部
調
匡	

渡
辺
正
志

【
日
野
市
】　

ウ
ケ
ホ
ア
ヘ
レ　

ク
イ
ー
ン
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ　

音
楽
ひ
ろ
ば

石
井
匡
代　
　

今
井
幸
子　

	

岩
下
昭
子　

遠
藤
宣
子　

	

大
場
春
子　
　

金
尾
眞
砂
子

勝
又
淳
子　

	

倉
林　

武　

	

小
塩
菊
子　

阪
口
満
里
子　

渋
川
朝
子　

	

須
山
ひ
と
み

竹
内
美
幸　
　

直
井　

節　

	

永
島
律
子　

西
垣
ま
き
子　

西
野
益
右　

	

西
山
寛
子　

目
黒
美
知
子	

吉
﨑
武
子　

【
国
立
市
】	

く
に
た
ち
淑
女
会

明
石
浦
子	

小
見
伊
津
子　

蔵
多
美
智
子	

玉
井
末
子　

	
温
品
典
子　
　

久
野
安
沙
子	

向
井
み
ど
り

【
国
分
寺
市
】　

芳
賀
邦
正	

前
田
博
美　

【
他
市
】　　

聖
書
の
会　

と
も
し
び
法
話
会

m
ico m

ico　
大
正
琴
扇
靖
流
あ
き
る
野
琴

の
会

阿
川
聰
子　
　

磯
崎
静
子　

	
井
上
知
加
子

小
川
滋
子　

	

加
藤
晴
枝　
　

子
幡
初
枝

島
村
正
博　
　

白
子
健
治　

	

鈴
木
保
明　

瀬
戸
章
子　
　

高
田
和
彦	

高
塲
千
絵　

丹
治
信
江　
　

二
階
堂
耕
司	

塙　

浩
光　

堀
野
秀
美	

渡
邉
綾
子　

延
１
１
５
３
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

【
立
川
市
】 　

お
も
ち
ゃ
図
書
館　

音
楽
隊

柏
町
団
地
隣
人
会　

朗
読
サ
ー
ク
ル
こ
え　

立
川
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

青
木
豊
子　
　

青
木
融
子　
　

浅
川
恵
子　

阿
部
た
い
子　

荒
井
和
子　
　

池
田
三
郎　

石
川
悦
子　
　

板
羽
多
枝
子　

市
谷
諒
子　

伊
藤
和
子　
　

稲
垣
明
子　
　

岩
田
綾
子　

梅
津
美
和
子　

大
森
千
代
子　

奥
野
智
恵
子

織
原
良
江　
　

加
賀
晴
子　
　

萱
生
佳
子　

河
野
美
和
子　

菊
池
正
勝　
　

北
瀬
明
子　

絹
谷
光
江　
　

木
村
浩
通　
　

草
場
久
子　

栗
本
和
夫　
　

黒
田
真
知
子　

神
山
喜
久
江

小
林
真
木
子　

斉
藤　

博　
　

酒
井
恵
子　

櫻
井
百
合
子　

貞
島
哲
嗣　
　

佐
藤
民
江　

益
子
総
一
郎　
　

あ
ゆ
み
の
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

94
件
（
延
371
件
）

②
物
品
の
部

船
橋
眞
一
郎　

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ケ
ア
ネ

ッ
ト
㈱
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
伊
東
弘
泰

㈱
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー「
ふ
く
ろ
う
会
」

事
務
局　

出
浦
美
代
子　

社
会
福
祉
法
人
東

京
都
社
会
福
祉
協
議
会
東
京
善
意
銀
行　

松
澤　

一　
　

米
澤　

稔　
　

三
井
物
産
㈱

日
本
音
楽
文
化
交
流
協
会　
　
　

Ｋ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
㈱    
16
件
（
延
104
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】
立
正
佼
成
会
壮
年
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
チ
ー
ム　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
川
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会　

お
は
な
し
た
ま
ご　

髪
職
人

菊
正
会　

錦
六
茶
友
会　

真
如
苑
社
会
貢
献

部　

鈴
の
会　

談
話
室
ア
イ
ア
イ　

み
ど
り

の
会　

も
み
じ
会　

朗
読
サ
ー
ク
ル
こ
え　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
立
川
教
会　

遊
木
会　

悠
ゆ
う
ク
ラ
ブ　

ク
ロ
ー
バ
ー
チ
ー
ム　

オ
カ
リ
ナ
に
じ

相
田
茂
子	

相
庭
鳩
枝	

赤
松
富
子	

麻
生
ミ
エ　

	

綾
部　

勇	

荒
井
キ
ミ	

安
藤
道
子　

	

五
十
嵐
和
子　

磯
野
初
子　

伊
藤
信
子　

	

今
村
サ
ユ
リ　

岩
谷
淳
子　

梅
津
美
和
子　

及
川
悦
子　

	

及
川
清
一　

	

大
古
春
子　
　

大
澤
康
子　

	

太
田　

利	

大
舘
純
子	

小
川　

隆　

	

奥　

一
郎　

奥　

陽
子　

	

小
栗
カ
ツ
子	

尾
薗
栄
子　

小
俣
か
つ
江	

梶
浦
善
江　

	

加
藤　

清	

加
藤
衣
子　

	

加
藤
典
子　
　

金
澤
シ
ズ
子

神
田
ミ
ヨ　

	

菅
野
寿
菜　

	

岸　

幸
子　

木
村
千
世
子	

木
村
玲
子　

	

蔵
田
郁
枝　

小
松
万
壽
子	

近
藤
庄
司　
　

境
田
美
夏　

坂
本
美
智
子	

佐
藤
さ
ち　
　

佐
藤
爽
一	

佐
藤
美
智
子	

篠
村
綾
子　

ジ
ョ
ー
ジ
兼
路

菅
野
翔
子	

杉
田
幸
子	

鈴
木
恵
子　

鈴
木
幸
子　

	

鈴
木　

文　

	

高
橋
禮
子　

	

高
松
久
美
子	

竹
内
美
幸	

田
中
彩
絵　

田
中　

暁　

	

田
中
美
沙
子　

田
中
由
紀
子	

筒
井
常
雄　

	

遠
山
百
世　
　

永
野
和
江　

永
山
幸
子　

	

野
村
哈
爾
美　

橋
本
美
津
子

橋
本
ラ
イ
ヤ	

畠
山
知
也　

	

坡
場
雛
子　

浜
中
広
見　

	

深
水
芳
子　
　

福
原
ミ
ナ
代	

至
誠
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

ご
意
見
・
ご
要
望
・
苦
情
の
窓
口

　

〒
１
９
０

−

０
０
２
２　

　

立
川
市
錦
町
６

−

28

−

15

　

至
誠
ホ
ー
ム
「
利
用
者
相
談
委
員
会
」

　

専
用
電
話 

０
４
２（
５
２
７
）０
３
７
４

　
Ｆ  

Ａ  

Ｘ 

０
４
２（
５
２
７
）２
６
４
６
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立
川
市
第
3
次
地
域
福
祉
計
画
と
立
川
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
第
4
次
地
域
福
祉
市
民

活
動
計
画
「
あ
い
あ
い
プ
ラ
ン
21
」
の
推
進

に
あ
た
り
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
、
市
内
全

地
区
の
包
括
に
「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
は

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
福
祉
活
動

を
す
す
め
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
で
す
。

　

立
川
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
働
し
、

平
成
19
年
度
か
ら
若
葉
・
栄
町
地
区
、
平
成

22
年
度
か
ら
上
砂
・
一
番
・
西
砂
町
地
区
、

平
成
25
年
度
か
ら
錦
・
羽
衣
町
地
区
に
配
置

し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
地
域
の
こ
の
よ
う
な
声
・
・
・

　
『
子
育
て
マ
マ
の
サ
ー
ク
ル
が
近
く
に
な

く
て
残
念
』
→
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
応

援
を
し
ま
す
。

　
「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
は
高

齢
者
以
外
の
住
民
の
相
談
窓
口
で
も
あ
り
ま

す
。
地
域
の
福
祉
課
題
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た

噂
話
で
も
何
で
も
教
え
て
下
さ
い
！

　
『
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
を
使
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
し
た
い
』
→
お
手
伝
い
を
必
要
と
し

て
い
る
人
や
活
動
を
ご
紹
介
し
、
地
域
の
助

け
合
い
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
専
任
で
行
う
「
地
域

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
平
成
27
年
4

月
か
ら
は
、
富
士
見・柴
崎
町
地
区
、
高
松・

曙
・
緑
町
地
区
、
幸
・
柏
・
砂
川
・
泉
町
地

区
に
も
配
置
し
て
、
市
内
全
地
区
で
「
孤
立

の
な
い
ま
ち
」「
住
民
が
心
配
ご
と
の
解
決

に
参
加
で
き
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
活
動
を

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　
立
川
市
内
の
6
つ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
3
つ
の
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員

と
も
連
携
、
協
働
し
て
住
民
主
体
の
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
素
敵
な「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

が
皆
さ
ん
の
住
む
ま
ち
に
お
邪
魔
し
た
時
は

ぜ
ひ
、
笑
顔
で
迎
え
て
下
さ
い
ね
！

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
０
４
２（
５
３
８
）２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー 　
　
　
　
　
　
　
　

０
４
２（
５
２
７
）０
３
２
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち　
　
　

０
４
２（
３
０
１
）５
０
０
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
み
き　
　
　
　

０
４
２（
３
０
０
）３
７
０
２

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ　
　
　
　

０
４
２（
３
０
０
）２
３
３
９

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
至
誠
し
ば
さ
き　
　
　

０
４
２（
４
８
８
）１
３
０
０

『
あ
な
た
の
ま
ち
に
も
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
！
』

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
藤
井
一
輝

　

去
る
平
成
27
年
３
月
24
日

（
水
）、
標
記
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

10
月
以
降
に
寄
せ
ら
れ
た
お
申
し

出
５
件
の
内
、
４
件
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

１
．
お
手
紙
コ
ー
ナ
ー

お
手
紙
26
―
05　
ス
オ
ミ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
一

般
型
）
利
用
者

「
献
立
表
１
ヶ
月
分
が
欲
し
い
」

（
＊
回
答
者
：
ス
オ
ミ
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
セ

ン
タ
ー
長　
大
村
洋
永
）

◦
ご
利
用
者
３
名
の
連
記
で
ご
意
見
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
市
場
の
状
況
を
見
な
が
ら

１
週
間
ご
と
の
献
立
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
要
望
を
受
け
利
用
者
の
立
場
で
考

え
た
結
果
、
４
月
よ
り
ご
要
望
に
応
え
１
ヶ
月

の
予
定
献
立
表
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
市
場
の
状
況
に
よ
り
一
部
変

更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
得
る
と
い
う
ご
了

解
を
お
示
し
し
た
う
え
で
開
始
す
る
こ
と
に
致

し
ま
し
た
。

お
手
紙
26
―
06　
至
誠
和
光
ホ
ー
ム
入
居
者

「
お
風
呂
の
湯
、
長
く
て
も
一
週
間
使
っ
た
ら
、

湯
舟
の
水
取
り
か
え
て
ほ
し
い
。
良
く
見
た
ら

肌
か
ら
と
れ
た
垢
だ
ら
け
で
す
」

（
＊
回
答
者
：
至
誠
和
光
ホ
ー
ム
園
長　

春
山

順
子
）

◦
浴
槽
の
お
湯
は
24
時
間
タ
イ
マ
ー
設
定
で

「
全
自
動
ろ
過
循
環
浴
」
を
使
用
し
、
消
毒
も

基
準
を
守
り
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員

に
よ
る
定
期
的
な
清
掃
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
更
な
る
改
善
策
と
し
て
、
職
員
が
入

浴
前
に
お
湯
の
観
察
を
行
い
、
お
湯
を
注
ぎ
足

し
て
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

「
第
45
回　
利
用
者

相
談
委
員
会
報
告
」

た
。
以
上
の
対
応
に
つ
い
て
ご
本
人
に
も
説
明

し
、
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
．
専
用
電
話
受
付

電
話
26
―
05　
ス
オ
ミ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
認
知

症
対
応
型
）
利
用
者
ご
家
族

「
前
回
の
利
用
時
に
『
映
画
鑑
賞
お
く
り
び
と
』

と
い
う
活
動
内
容
の
記
載
が
あ
っ
た
が
、
２
時

間
以
上
の
映
画
を
連
続
で
見
る
こ
と
と
、
内
容

に
つ
い
て
も
疑
問
に
思
う
。
活
動
も
一
般
と
の

偏
り
を
感
じ
る
」

（
＊
回
答
者
：
ス
オ
ミ
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
セ

ン
タ
ー
長　
大
村
洋
永
）

◦
映
画
鑑
賞
は
一
般
の
利
用
者
向
け
に
行
っ
て

い
た
内
容
で
し
た
が
、
ご
本
人
を
お
誘
い
す
る

際
に
配
慮
す
べ
き
で
し
た
。
ま
た
、
活
動
ノ
ー

ト
の
記
載
に
つ
い
て
、
実
施
内
容
を
再
検
討
す

る
と
と
も
に
、
本
人
の
表
情
や
様
子
を
今
ま
で

以
上
に
記
載
す
る
こ
と
に
改
め
ま
し
た
。

電
話
26
―
07　
ス
オ
ミ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
認
知

症
対
応
型
）
利
用
者
ご
家
族

「
送
迎
の
帰
り
際
で
『
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
時

に
転
倒
し
た
』と
職
員
よ
り
報
告
を
受
け
た
が
、

内
容
が
混
乱
し
て
い
て
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
。
翌
日
の
受
診
結
果
に
つ
い
て
も
連
絡
を
頂

け
て
い
な
い
。
き
ち
ん
と
し
た
説
明
を
し
て
ほ

し
い
」

（
＊
回
答
者
：
ス
オ
ミ
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
セ

ン
タ
ー
長　
大
村
洋
永
）

◦
発
生
時
は
帰
り
の
送
迎
中
で
慌
た
だ
し
く
、

説
明
不
足
で
し
た
。
ま
た
受
診
結
果
に
つ
い
て

は
直
属
の
上
司
か
ら
内
容
を
整
理
し
て
報
告
し

納
得
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

他
に
、
お
話
の
中
で
「
一
連
の
事
故
に
つ
い

て
は
よ
く
分
か
っ
た
が
、
職
員
の
伝
達
ス
キ
ル

に
不
安
を
感
じ
る
」
と
の
意
見
も
頂
戴
し
ま
し

た
。
緊
急
時
に
限
ら
ず
、
正
し
い
情
報
を
お
伝

え
す
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
行
き
ま
す
。


